
【日 時】  202４年３月１３日水曜日18：00～１９：５０

【会 場】 ZoomによるWeb配信

【申 込】 https://forms.gle/zuYoXWmj3oKyrPmT6

主催：群馬大学大学院保健学研究科 高度専門職養成推進室

「群馬大学看護発 看護研究実践統合センター」

問い合わせ：群馬大学保健学科教務係 TEL:027-220-7809 Email：kk-mgakumu3@jimu.gunma-u.ac.jp

参加費

無料

司会・座長 群馬大学大学院保健学研究科  新井陽子

群馬大学大学院保健学研究科 高度専門職養成推進室 「群馬大学看護発 看護研究実践統合センター」

では、看護研究と看護実践の統合を目指しています。今回は群大から発信する専門看護師（CNS）の研究紹
介。また、昨年度と同様に研究活用賞受賞発表も行います。この講演会は後日録画配信いたしませんので
チャンスを逃さず、お申し込みください（皆様には第1部のみの参加になります）。

【第1部】
●18:00～ 挨拶

●18：05～19：15

講演と質疑応答

*各15分講演・質疑応答10分

●19：15～19：45

＊各10分発表・10分授与式

申込締切 3月8日(金）

【お申込み先】

群馬大学大学院保健学研究科教務委員長 斉尾征直

准教授 京田亜由美 がんCNSの研究
「終末期がん患者の生と死への認識からケアを考える」

助教 深澤友子 母性看護CNSの研究
「母子を切れ目なく支援するための看護実践と研究」

助教 梨木恵実子 老人看護CNSの研究
「呼吸器疾患の高齢者に対する訪問看護の実践を可視化する」

助教  松本光寛 慢性疾患看護専門看護師への道「臨床での疑問から始まった私の探求」

群馬大学看護発
看護研究実践統合センター

第8回講演会

群大発！専門看護師（CNS)が行う研究と研究活用賞発表

研究活用賞受賞研究発表・授賞式
・「じっくりEASEプログラム研究を活用した聞き書き実践」
 医療法人恵泉会せせらぎ病院・副看護部長兼透析センター看護師長 木村和美 氏

・「腸管機能維持プロトコール導入・改訂についての研究を活用した重症患者に
対する排便コントロールの実践」
群馬大学医学部附属病院集中治療部・看護師・NST係 大金あかり 氏

コメンテーター 群馬大学医学部附属病院 松井佐知子副看護部長

第2部(20：00-21：00）はCNS教員・受賞者研究会議(一般申し込み者の方は参加できません）

●19：45～19：50
閉会
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